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2022年 6月 27日 

ＤＣＭ株式会社 

 

2022年夏、 自分で出来る省エネ・暑さ対策についての調査結果 
 

昨今の世界情勢によりエネルギー価格が上昇し、とりわけ電気代の高騰は家計の大きな負担に 

なっています。また、今年の梅雨明けは例年より早く、夏は猛暑との予報も出ています。 

そこで、ホームセンターの DCM 株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：石黒靖規、以下、 

DCM）は、「自分で出来る省エネ・暑さ対策」をテーマに店舗をご利用のお客さまにアンケート調査を行い 

ました。ここに、調査結果の概要をお知らせします。 

 

【調査の概要】 

・名 称 ：  2022年夏、自分で出来る省エネ・暑さ対策についてのアンケート 

・実 施期間 ： 2022年 5月 14日（土）～5月 29日（日） 

・調 査店舗 ： 全国 9 店舗  

ＤＣＭホーマック発寒追分通店（北海道）、ＤＣＭホーマック盛南店（岩手県） 

           ＤＣＭホーマック大井競馬場前店（東京都）、ＤＣＭカーマ名古屋城北店（愛知県） 

           ＤＣＭカーマ 21瑞穂店（岐阜県）、ＤＣＭダイキ岡山店（岡山県） 

           ＤＣＭダイキ観音新町店（広島県）、ＤＣＭダイキ重信店（愛媛県） 

           ＤＣＭダイキ本山店（熊本県）  

・調 査方法 ： アンケート用紙 記入回答 

・有効回答数 ： 649名 

 

１， 電気代上昇の家計への負担感 

 
8割の方が家計の負担が増えると訴えています 

 

電気代の急激な上昇を受けて家計への負担について聞いたところ、79％の人が負担の増加を 

感じていると回答しました。 
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図１：電気代の家計への負担増加を感じますか。
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２，電気代上昇を受けた節電対策の意向 

 

7割以上の人がなんらかの節電対策を行う意向。中でも、電気に頼らない節電・暑さ対策を考えて 

いる人が 2割超 

 

電気料金の上昇の中、この夏の節電の意向を聞いたところ、74％の方がなんらかの工夫で節電 

しながら夏を乗り切りたいと考えていることが判りました。節電対策の内訳としては、39％の方が 

使用していない家電製品の電源をこまめに切ると回答し、次いで電気を使用しない物を利用して 

暑さ対策を工夫すると回答した人が 22％にのぼりました。この結果から、自ら工夫しながら節電 

することを考えている傾向が強いことがうかがえます。 

なお、13％の人が省エネタイプの冷房機器への切り替えや新設を考えていると回答しましたが、 

直近の半導体不足によるエアコンの在庫不足から、実際にはその他の節電対策を工夫される 

ものと推測しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３， 電力に頼らない節電・暑さ対策について 
 

（１）日中の直射日光を遮り、室温上昇を抑える対策を 5割超の人が取り入れたいと回答 

 

   日中の直射日光を遮り、室温上昇を抑える対策について、具体的な事例を４点挙げて聞いた 

    ところ、すべての対策で 5割超の人が節電・暑さ対策として取り入れたいと回答しました。 

   中でも、風通しも良く窓への直射日光を遮る「サンシェード」と、窓ガラスに貼る「遮光シート」は 

      どちらも 64％の人が対策してみたいと回答しています。コロナ渦で DIYやガーデニングなどを 

楽しむ人が増えていることなどが背景にあると思われます。 

 

※例示したサンシェード、遮光シート、断熱カーテンライナー、グリーンカーテンの概要は 

  P4を参照。 
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図２：ご家庭で節電をしながら暑さ対策を行うとするとしたら

どのようなことをされたいですか。

74％

■使用していない家電製品の電源をこまめに

切って、節電 

■電気を使用しない物を利用して、暑さ対策 

■高効率・節電タイプのエアコンなどの 

冷房機器への切り替えや新設 

■どうすればいいかわからない 

■特に何も考えていない 
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（２）エアコンの節電対策として、約 7割の人が室外機の日よけパネルを使用したいと回答 

 

エアコンの室外機にあたる直射日光を遮り、冷房効率の低下を抑えることができる日よけ 

パネルについて使用の意向を聞いたところ、 66％の方が使用してみたいと回答し 

   ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）就寝時の冷感寝具は、約 8割の人が使用したいと回答 

  

 暑さで寝苦しい夜の対策として、接触冷感タイプの寝具を 76％の人が使ってみたいと回答 

 しました。 
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図３：事例に挙げた対策をしてみたいですか。
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図４：室外機パネルを使用してみたいですか
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図５：冷感寝具を使用してみたいですか
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〈ご参考〉暑さ対策に便利な商品事例 

（１） ＤＣＭ 風通しの良いシェードサイズ：200ｃｍ×300ｃｍ～400ｃｍ 2,728円（税込）～ 

    

 

 

 

 

（２） ＤＣＭ 目隠しシートクリスタル 各種 657円（税込）～ 

 

 

 

 

 

（３） ＤＣＭ 断熱カーテンライナー 各種 987円（税込）～ 

 

 

 

 

 

（４） ＤＣＭ 室外機用日除けパネル E-8460M 2,178円（税込） 

                      

 

 

 

 

（５） ＤＣＭ ひんやり敷パッド 各種 2,178円（税込）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件、画像などについてのお問い合わせは 

ＤＣＭ株式会社 
東京都品川区南大井 6-22-7 大森ベルポート E 館 

広報・ＣＳＲ室 担当：佐藤・難波 

［TEL］ 03-5764-5180 

［MAIL］pr@dcm-hldgs.co.jp 

［URL］ＤＣＭホールディングス株式会社 www.dcm-hldgs.co.jp/grp/ 

      ＤＣＭ株式会社           www.dcm-hc.co.jp/ 

窓からの直射日光を防止し、室内の温度上昇を抑制します。 

窓辺をお洒落に演出するガーデニング商品の一つとして人気が 

あります。 

粘着剤無しで貼れる遮光シートです。くり返し貼ってはがせます。 

直射日光を防止し、 UV カットをすることで 、大事な家具の日焼け

を防ぎます。内側が見えないように目隠しをすることもできます。 

カーテンレールのランナーを利用し 10～15ｃｍほど床に垂らして取り

付けることで、窓やカーテンの隙間からの熱気の侵入を防ぎ、室内

の冷気を逃がさないので、冷房効率がアップします。 

睡眠中での健康管理の一環として使用できる冷感寝具です。 

暑いときは接触冷感面を使用して涼しさが体感でき体感温度をコン 

トロールできます。 

 

装着して夏期 3ヶ月間 1日 6時間でエアコンを使用した場合など、 

電気料金の削減が期待できます。日除け効果アップのひさし付きで、 

室外機を外気､日光､風等から守ります｡パネルと室外機の間に 

空間があるため、室外機の放熱を妨げません。 

mailto:pr@dcm-hldgs.co.jp

